
τ

「
鰐

口
」
一
口

わ

に

ぐ

ち

鰐
口
と
は
、
社
寺
の
入
り
口
、
拝
殿
の
前
面
軒
下
に
つ

る
し
、
参
詣
客
が
こ
の
前
に
下
が
っ
て
い
る
綱
で
打
ち
鳴

さ
ん
け
い

ら
し
て
、
神
仏
に
来
意
を
告
げ
る
た
め
の
大
き
な
金
属
製

の
鳴
具
（
鈴
）
で
、
金
鼓
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

こ

ん

く

こ
の
鰐
口
は
径
二
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
八

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
量
三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
青

銅
製
で
す
。
表
面
が
傷
ん
で
お
り
、
銘
文
の
判
読
は
困
難

で
す
が
、
年
代
は
は
っ
き
り
読
み
取
れ
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
×
陀
落
寺

西
順

敬
白

×
上
×
堂

応
永
九
（
一
四
〇
二
）
壬
午
十
二
」

こ
れ
に
は
、
立
派
な
隷
書
で
「
青
銅
鰐
」
普
賢
山
什
物

ふ
げ
ん
ざ
ん
じ
ゅ
う
も
つ

と
書
か
れ
た
箱
と
、
冊
子
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
、
こ
の
鰐
口
は
別
当
明
王
寺
の
什
物
（
日
常
用
い
る
器

べ
っ
と
う

具
、
道
具

）
に
紛
れ
も
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
普
賢
山
明
王
寺
と
は
諏
訪
神
社
の
別
当
寺
（
神
社

に
付
属
し
て
置
か
れ
た
寺
院
）
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐２
０
２
０
）
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 皆 楽 荘 毎週月曜日
休 美 術 館 毎週月曜日
館 杜 々 の 森 冬期休業中

シーズン中無休(3月14日まで)日 ファミリースキー場
道 院 高 原 冬期休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

所
在
地

表

町

所
有
者
・
管
理
者

神
子
田
澄
和

指
定
年
月
日

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日





を
得
ま
し
た
。
宮
沢
の
地
名
は
、

守
門
大
明
神
の
境
内
に
連
な
る
沢

の
付
近
に
で
き
た
集
落
と
い
う
こ

と
が
起
源
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
岩
倉
庵
跡
…
上
杉
謙
信
が
、
幼
時
、

父
為
景
の
死
後
に
身
の
安
全
を
図

る
た
め
に
、
門
察
和
尚
と
と
も
に

暮
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
庵
跡
。

※
正
覚
庵
跡
…
上
杉
謙
信
の
母
虎
御

前
が
晩
年
を
過
ご
し
た
と
さ
れ
る

吹
谷
の
庵
跡
。
吹
谷
に
は
、
虎
御

前
の
墓
と
さ
れ
る
も
の
も
残
っ
て

い
ま
す
。

　
源
氏
コ
ー
ス

羽
黒
神
社
（
小
貫
）
↓
静
御
前
の

墓
（
栃
堀
）
↓
那
須
与
一
の
古
戸

城
（
赤
谷
）
↓
弁
慶
の
足
跡
石

（
松
尾
）
↓
南
部
神
社
（
森
上
）

※
羽
黒
神
社
…
源
義
経
の
家
来
で
、

義
経
の
身
代
わ
り
と
し
て
死
ん
だ

佐
藤
継
信
、
忠
信
を
追
悼
し
て
、

母
の
音
羽
が
夢
の
お
告
げ
で
小
貫

を
訪
れ
て
、
そ
の
地
に
建
立
し
た

と
さ
れ
る
神
社
で
す
。

※
南
部
神
社
…
北
条
氏
が
治
め
る
鎌

倉
幕
府
打
倒
の
た
め
に
新
田
義
貞

が
上
野
国
で
挙
兵
し
た
と
き
、
そ

こ
う
ず
け
の
く
に

の
報
を
一
日
一
夜
で
越
後
中
の
新

田
支
持
勢
力
に
触
れ
回
っ
た
の
が
、

森
上
の
南
部
神
社
の
山
伏
だ
っ
た

と
い
う
伝
説
が
森
上
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。
今
も
毎
年
五
月
八

日
の
夜
に
神
社
の
石
段
の
両
脇
に

信
者
が
立
て
る
ろ
う
そ
く
の
灯
が

幻
想
的
な
世
界
を
創
り
出
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
南
部
神
社
の
境

内
に
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
猫

の
石
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
茨
木
童
子
コ
ー
ス

茨
木
童
子
の
家
の
屋
敷
跡
↓
童
子

清
水
跡
↓
稚
児
清
水
↓
祠
（
い
ず

れ
も
軽
井
沢
）
↓
た
て
石
↓
鬼
倉

山
（
い
ず
れ
も
一
之
貝
）

※
茨
木
童
子
…
酒
呑
童
子
の
弟
分
と

し
て
丹
波
の
国
の
大
江
山
に
こ
も

り
ま
す
。
や
が
て
京
の
都
の
羅
生

門
に
出
没
し
、
渡
辺
綱
に
腕
を
切

り
落
と
さ
れ
ま
す
が
、
綱
の
叔
母

さ
ん
に
化
け
て
腕
を
取
り
返
し
ま

す
。
お
と
ぎ
草
子
に
登
場
す
る
茨

木
童
子
は
、
栃
尾
市
の
軽
井
沢
出

身
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
織
物
コ
ー
ス

大
崎
オ
ヨ
女
の
碑
（
北
荷
頃
）
↓

植
村
角
左
衛
門
屋
敷
跡
↓
貴
渡
神

た
か
の
り

社
（
い
ず
れ
も
栃
堀
）
↓
お
か
ん

ケ
ま
ま
（
栗
山
沢
）

※
大
崎
オ
ヨ
…
江
戸
時
代
の
後
期
の

北
荷
頃
の
人
。
オ
ヨ
の
織
っ
た
縞

紬
の
見
事
さ
が
植
村
角
左
衛
門
の

目
に
と
ま
り
、
や
が
て
栃
尾
紬
と

し
て
花
開
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ヨ
の
碑
は
、
北
荷
頃
の
巣

守
神
社
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
貴
渡
神
社
…
栃
尾
織
物
の
名
を
高

め
た
植
村
角
左
衛
門
を
機
神
様

（
は
た
が
み
さ
ま
）
と
し
て
お
祀

り
し
た
神
社
。
栃
堀
の
旧
Ｊ
Ａ
越

後
な
が
お
か
栃
堀
事
務
所
前
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
お
か
ん
ケ
ま
ま
…
昔
、
栗
山
沢
に

「
お
か
ん
」
と
い
う
絶
世
の
美
女

が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
か
ん
は
天
皇
の
も
と
に
召

し
出
さ
れ
、
宮
中
に
つ
か
え
た
後

に
栗
山
沢
に
帰
村
し
ま
す
。

尼
に
な
っ
た
お
か
ん
は
、
村
人
た

ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
ま

し
た
。
中
で
も
、
お
か
ん
が
教
え

た
織
物
は
京
の
都
に
も
そ
の
名
が

鳴
り
響
い
た
ほ
ど
見
事
な
出
来
栄

え
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

栗
山
沢
に
は
、
今
も
お
か
ん
の
住

ま
い
跡
と
さ
れ
る
土
地
な
ど
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ま
ま
」
と

は
崖
（
が
け
）
の
こ
と
を
い
い
、

「
お
か
ん
ケ
ま
ま
」
と
は
「
お
か

ん
の
崖
」
と
い
う
意
味
で
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
を
市
民

に
周
知
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度

に
各
コ
ー
ス
の
現
地
見
学
会
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

歴
史
の
古
い
私
た
ち
の
郷
土
「
栃

尾
市
」
。
ふ
る
さ
と
を
知
っ
て
、
ふ

る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
も
ち
た
い

も
の
で
す
。企

画
財
政
課

‐
５
８

問
合
せ

52

１
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南部神社百八灯(森上)。毎年５月８日、神社へ通じる
石段の両側に、一人108本のろうそくを奉納し灯します。
数千本の灯が揺れる美しい一夜です

静御前の墓(栃堀)

市
は
、
市
内
の
全
区
を
対
象
に
し

た
「
一
村
・
一
品
・
一
景
チ
ェ
ッ

ク
」
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
市
内
の
「
一
村

(

各
区)

」
に
存
在
す
る
「
一
品
」
に

加
え
、
そ
の
一
村
か
ら
見
え
る
風
光

明
美
な
景
色
な
ど
の
「
一
景
」
を
届

け
出
て
い
た
だ
き
、
そ
の
素
材
を
市

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

届
け
出
の
あ
っ
た
素
材
の
数
は
二

百
六
十
八
件
。
歴
史
や
伝
説
、
神
社

仏
閣
、
山
野
草
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
素
材
を
検
討

し
活
用
す
る
た
め
、
七
人
の
市
民
に

外
山
助
役
を
加
え
た
八
人
で
「
栃
尾

ま
ち
お
こ
し
審
議
会
」
を
組
織
し
、

次
の
よ
う
な
史
跡
巡
り
コ
ー
ス
を
策

定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
へ
の

案
内
板
や
説
明
板
を
立
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
に
関
係
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
平
成
十
六
年
度
の
半
ば
を
め
ど

に
本
格
的
な
誘
客
資
源
に
結
び
つ
け

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

山
野
菜
や
郷
土
料
理
、
菓
子
類
な
ど

の
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
お

こ
し
や
「
手
作
り
民
芸
品
」
作
り
、

伝
説
な
ど
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

創
造
な
ど
も
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
栃
尾
ま
ち
お
こ
し
審
議
会
委
員

嶋
田
進
さ
ん
、
倉
茂
一
雄
さ
ん
、

石
田
哲
弥
さ
ん
、
五
十
嵐
崇
さ
ん
、

多
田
光
輝
さ
ん
、
渡
辺
サ
ナ
エ
さ

ん
、
楡
金
祐
子
さ
ん
、
外
山
康
男

助
役

　
上
杉
謙
信
コ
ー
ス

常
安
寺
と
秋
葉
公
園
（
谷
内
二
）

↓
門
察
和
尚
の
墓
と
謙
信
廟
（
上

の
原
町
）
↓
大
野
館
跡
↓
栃
尾
城

址
（
い
ず
れ
も
大
野
町
）
↓
瑞
麟

寺
跡
（
宮
沢
）
↓
岩
倉
庵
跡
（
菅

畑
）
↓
守
門
大
明
神
跡
（
平
）
↓

正
覚
庵
跡
（
吹
谷
）

し
ょ
う
か
く
あ
ん

※
瑞
麟
寺
跡
…
瑞
麟
寺
は
、
現
在
の

吉
川
町
の
転
輪
寺
の
末
寺
だ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
杉
謙
信

を
教
育
し
た
門
察
和
尚
が
第
五
代

住
職
を
勤
め
、
天
文
十
八
（
一
五

四
九
）
年
、
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て

郡
司
不
入
や
諸
役
免
除
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

※
守
門
大
明
神
跡
…
大
同
二
（
八
〇

七
）
年
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
神
社
。
中
世
の
栃
尾
郷
最
大
の

神
社
で
あ
り
、
長
尾
氏
や
上
杉
謙

信
、
上
杉
景
勝
ら
か
ら
厚
い
信
仰

史
跡
巡
り
コ
ー
ス

4

|||||広報とちお16.2.5|||||

一村・一品・一景チェック

秋葉公園の謙信公銅像前で楽しく弁当を食べる園児

調査項目と届出件数
調 査 項 目 件数

１.地区内に残され、伝わる歴史や史跡など 37
２.地区内にある景色や眺望のよいところ 42
３.地区内に伝わる珍しい年中行事など 36
４.伝説や民話、地区民謡のような伝承文化 18
５.地区内にあって、いわれのある神社 28
６.地区内にある珍しい石仏など 32
７.地区内に湧くきれいな清水や鉱泉など 16
８.地区内に自生する珍しい山野草など 26
９.地区内で取れる珍しい山菜など 8
10.地区内で生産している珍しい野菜など 7
※ その他（野鳥やブナ林や古木など） 18

合 計 268
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毎
年
、
栃
尾
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
佐
藤

六
左
衛
門
会
長
）
は
、

暮
れ
に
「
小
銭
募
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
六
十
四
ク
ラ
ブ

約
四
千
人
の
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
浄

財
は
、
百
万
一
千
三
百

二
円
で
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
県
共
同
募
金
会
栃
尾
市
支
会
を
通
じ
、
歳
末

助
け
合
い
救
援
金
に
寄
付
さ
れ
、
障
害
者
福
祉
や
老
人
福
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
な
ど
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

募金の目録を外山助役に手渡す
佐藤会長

栃
尾
郵
便
局
で
年
賀
状
元
旦
出
発
式
が
行
わ
れ
、

佐
藤
局
長
は
「
市
民
が
楽
し
み
に
待
つ
年
賀
状
を

安
全
に
配
達
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
式
典
が

終
わ
る
と
、
早
速
職
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
高
校
生

約
五
十
人
は
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
乗
っ
て
「
午

前
配
達
」
を

合
い
言
葉
に

出
発
し
ま
し

た
。こ

の
日
配

達
さ
れ
た
年

賀
状
は
、
昨

年
よ
り
も
一

万
通
ほ
ど
少

な
い
約
三
十

五
万
通
で
し

た
。

新春の初便り

１／１年賀状元旦出発式
栃
尾
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
那
須
孝

三
会
長
）
は
総
合
体
育
館
で
市
内

の
小
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
向

上
を
図
る
た
め
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
の
コ
ー
チ
二
人
を
迎
え
サ

ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
六
十
人
の
子
ど
も

た
ち
は
中
学
生
と
小
学
生
に
別
れ
、

あ
こ
が
れ
の
ア
ル
ビ
の
コ
ー
チ
か

ア
ル
ビ
の
コ
ー
チ
か
ら
フ
ェ
イ
ン
ト
を
教
わ
る
小
学
生

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

／

サ
ッ
カ
ー
教
室
12

21

ら
指
導
し
て
も
ら
え
る
と
あ
っ
て

パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
基
礎
練

習
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

小
山
コ
ー
チ
と
小
林
コ
ー
チ
は
、

「
フ
ェ
イ
ン
ト
は
体
や
ボ
ー
ル
を

大
き
く
動
か
す
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
話
し
な
が
ら
、
実
際
に
ボ

ー
ル
を
使
い
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
一
年
の
地
域
の
安
全
を
願
い

１
／

消
防
出
初
め
式

11

消
防
出
初
め
式
を
市
民
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
な
ど
を
表
彰
し
た
後
、
消
防
署
員
の
原
秀
敏
さ
ん
と
消
防

団
員
の
島
靖
彦
さ
ん
が
「
人

命
救
助
に
は
市
民
の
協
力
が

何
よ
り
も
大
切
」
と
意
見
発

表
。
み
ど
り
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
祝
賀
太
鼓
を
披

露
し
た
ほ
か
、
消
防
団
員
が

一
斉
放
水
を
す
る
と
、
詰
め

か
け
た
人
た
ち
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
法
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
法
隆
寺
金
堂

壁
画
の
焼
損
事
件
が
起
き
た
日
で
あ
る
一
月
二
十
六
日

を
中
心
に
、
文
化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か

ら
守
ろ
う
と
全
国
的
に
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
ま
す
。

五
十
回
の
節
目
の
今
年
は
、
県
指
定
文
化
財
「
木
造

大
日
如
来
坐
像
」

な
ど
が
安
置
さ
れ

て
い
る
繁
窪
の
東

光
寺
で
消
防
訓
練

を
実
施
。
出
動
し

た
消
防
署
や
消
防

団
、
東
光
寺
な
ど

の
関
係
者
が
無
火

災
を
誓
っ
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

祝賀太鼓を披露する園児

１／25文化財防火デー

市
民
が
楽
し
み
に
待
つ
年
賀
状

の
配
達
に
出
発
す
る
職
員
た
ち

歳
末
助
け
合
い
に
協
力

／

老
人
ク
ラ
ブ
小
銭
募
金
を
寄
付

12

25

放水訓練を見守る関係者と住民

6
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１
／
２

葎
谷
神
楽

岩
戸
舞

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
は
、
競
技
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
毎
年
各
市
町
村
を
会
場
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
月
十
七
日
、
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
剣
道

指
導
者
講
習
会
兼
合
同
練
習
会
に
は
、
圏
域
内
の

小
学
生
と
そ
の
指
導
者
約
百
三
十
人
が
参
加
。
県

剣
道
連
盟
の
講
師
四
人
に
よ
る
指
導
を
受
け
、
基

本
練
習
や
試
合
形
式
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
る
二
巡
目
国
体
の
剣
道

会
場
と
な
る
総
合
体
育
館
は
、
寒
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
素
足
で
練
習
す
る
参
加
者
た
ち
の
気
合
い

の
入
っ
た
か
け
声
と
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
年
も
神
楽
保
存

会
の
皆
さ
ん
が
村
内
を
回
っ
て

岩
戸
舞
で
厄
払
い
を
行
い
、
家

内
安
全
と
繁
栄
を
祈
り
ま
し
た
。

保
存
会
の
一
行
が
一
軒
ず
つ

家
々
を
訪
れ
る
と
、
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
移
動
。
ね
ら

っ
た
場
面
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ

う
と
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
塩
新

町
を
流
れ
る
九

川
谷
川
で
、
師

走
の
民
俗
行
事

「
寒
精
進
」
が

か
ん
し
ょ
う
じ
ん

行
わ
れ
ま
し
た
。

念
仏
を
唱
え

る
「
滅
罪
の
行
」

の
あ
と
、
地
元

信
者
の
佐
藤
正

巳
さ
ん
が
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、
下
帯
一
つ
で
冷
た

い
川
に
入
り
、
水
ご
り
を
行
っ
て
村
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
、

ほ
う
じ
ょ
う

厄
災
消
除
、
先
亡
成
仏
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

冷たい水の中で村の繁栄など
を祈願する佐藤さん

り
ん
ご
の
会
（
池
循
子
会
長
）
が
十
二
月
二
十

一
日
、
い
ず
み
苑
を
慰
問
し
ま
し
た
。
十
四
年
目

を
迎
え
た
同
会
の
活
動
は
定
着
し
、
入
所
者
た
ち

は
慰
問
に
来
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
間
近
の
こ
の
日
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
衣
装
に
身

を
包
ん
だ
会
員

た
ち
が
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
み
か

ん
を
抱
え
て
登

場
す
る
と
会
場

は
拍
手
大
喝
采
。

歌
や
踊
り
、
昔

話
を
題
材
に
し

た
寸
劇
を
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

剣道講習会･練習会

りんごの会がいずみ苑を慰問

凍てつくような寒さの中で練習に励む参加者

寸
劇｢

笠
地
蔵｣

を
熱
演
す
る

り
ん
ご
の
会
の
皆
さ
ん

や
か
な
お
囃
子
に
の
っ
て
、
東
町
区
、
金
町
区
、
滝
の

は

や

し

下
町
区
な
ど
市
内
各
地
で
行
わ
れ
た
。

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、
獅
子
頭
の
大
き
な
口
に
驚

き
家
の
奥
に
逃
げ
込
ん
だ
り
、
泣
き
出
し
た
り
と
大
騒

ぎ
。
し
か
し

区
民
は
、
獅

子
に
か
ま
れ

る
と
厄
を
払

う
こ
と
が
で

き
、
健
康
で

過
ご
せ
る
と

あ
っ
て
、
喜

ん
で
迎
え
て

い
ま
し
た
。

岩戸舞を披露する神楽保存会の皆さん

獅
子
頭
に
驚
く
子
ど
も
（
金
町
区
）

家内安全・無病息災

１／１獅子舞が町内を巡回

／

塩
新
町
・
寒
精
進
12

21

〜
集
落
の
繁
栄
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
〜

ここが変わった！
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市
道
赤
谷
来
伝
松
尾
線
は
、
一
般

国
道
２
９
０
号
と
平
行
し
て
走
り
、

赤
谷
か
ら
来
伝
・
松
尾
を
通
る
重
要

な
市
道
で
す
。
し
か
し
、
赤
谷
か
ら

下
来
伝
入
り
口
ま
で
の
区
間
は
、
車

社
会
の
到
来
に
よ
り
大
型
車
が
増
え
、

一
般
車
と
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
七
年
に
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
て
以
来
、

九
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
十
億
七
千

五
百
四
十
三
万
円
を
投
じ
て
道
路
改

良
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
区
間
は
、
橋
梁
二
カ
所

を
含
む
総
延
長
一
、
六
八
〇
メ
ー
ト

ル
、
総
幅
員
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル

（
車
道
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
三

・
五
メ
ー
ト
ル
）
で
、
地
域
の
生
活

道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

守
門
岳
登
山
や
道
院
高
原
へ
の
連
絡

路
と
し
て
一
般
県
道
栃
尾
二
分
線
と

と
も
に
、
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路

と
し
て
も
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
栃
尾
守
門
線
は
、
栃

尾
市
と
守
門
村
を
結
び
、
長
岡
市
、

栃
尾
市
と
守
門
村
、
入
広
瀬
村
、
広

神
村
と
の
重
要
な
生
活
・
観
光
道
路

で
す
。
し
か
し
、
木
山
沢
か
ら
西
中

野
俣
間
は
幅
員
約
四
メ
ー
ト
ル
前
後

の
一
車
線
。
狭
く
て
し
か
も
曲
が
り

く
ね
っ
た
坂
道
が
続
く
交
通
の
難
所

で
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
長
岡
土
木
事
務
所
は

平
成
十
一
年
度
か
ら
五
年
の
歳
月
と

約
五
億
三
千
万
円
を
投
じ
て
道
路
改

良
を
行
い
、
歩
道
を
備
え
た
総
延
長

一
、
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
車
線
道

路
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
り
、
安
全
で
円
滑

な
交
通
が
確
保
さ
れ
、
生
活
道
路
と

し
て
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
名
水
百
選
「
杜
々
の
森

湧
水
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な

り
、
観
光
誘
客
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
国
道
２
９
０
号
と
主
要
地
方

道
栃
尾
守
門
線
を
結
ぶ
市
道
吹
谷
繁

窪
線
は
、
現
在
、
県
が
市
に
代
わ
っ

て
繁
窪
大
橋
新
設
工
事
と
道
路
改
良

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
に
完
成
（
予
定
）

す
る
と
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
長
岡

市
や
守
門
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段

に
向
上
し
ま
す
。
一
日
も
早
い
全
線

開
通
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
金
橋
架
替
工
事
は
二
カ
年
事
業

で
、
平
成
十
五
年
度
に
下
部
（
橋
台

二
基
、
橋
脚
一
基
）
工
事
、
平
成
十

六
年
度
に
上
部
（
橋
の
本
体
）
工
事

を
行
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
金
町
側
右
岸
橋
台

工
事
が
終
わ
り
、
一
月
か
ら
橋
脚
工

事
と
新
町
側
左
岸
橋
台
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
町
側
は
三
月
ま
で
車

両
の
通
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
町
交
差
点
か
ら
新
金
橋

ま
で
の
間
の
道
路
改
良
工
事
は
、
平

成
十
七
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。

建
設
課

‐
５
８
２
５

問
合
せ

52

9
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道
路
交
通
網
の
整
備
を
図
り

｢

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り｣

を
推
進
し
ま
す

市
は
、
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
地
域
活
性
化
の
先
導
役
で
あ
る

道
路
交
通
網
な
ど
の
都
市
・
地
域
機
能
の
整
備
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
の
整
備
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、
住
み
心
地

の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
す
。

昨
年
十
月
八
日
の
一
般
国
道
２
９
０
号
栃
尾
東
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通

に
続
い
て
、
十
二
月
に
は
市
道
赤
谷
来
伝
松
尾
線
の
赤
谷
地
内
お
よ
び
主

要
地
方
道
栃
尾
守
門
線
の
中
か
ら
西
中
野
俣
間
の
道
路
改
良
工
事
が
竣
工

し
、
地
域
の
人
た
ち
と
関
係
者
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
道
吹
谷
繁
窪
線
の
繁
窪
大
橋
や
市
道
栃
尾
坂
金
町
線
の
新

金
橋
架
替
工
事
な
ど
、
道
路
交
通
網
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

か
け
か
え

市
道
吹
谷
繁
窪
線

市
道
栃
尾
坂
金
町
線

新
金
橋
架
替
工
事

交通の難所を解消した栃尾守門線。
左手奥は繁窪橋(仮称)の橋台

急ピッチで工事が進む新金橋

主
要
地
方
道

栃
尾
守
門
線

市
道
赤
谷
来
伝
松
尾
線大型バスもらくらく通れる

赤谷来伝松尾線(赤谷地内)

県立歴史博物館

ーレプリカの真実ー博物館のウラ おもて
と き：２月29日(日)までの９時30分～17時、月曜休館

観覧料：一般400円など 問合せ： 47 6135-

馬
場
市
長
が
、｢

法
定
協
議
会
は
、

新
市
の
将
来
を
担
う
建
設
計
画
の
具

体
性
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
な
ど
、

県
の
地
域
振
興
計
画
と
の
整
合
性
を

と
り
な
が
ら
計
画
決
定
す
る
協
議
会

で
あ
り
、
栃
尾
市
と
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
を
主
張
す
る
場
で
も
あ

る
た
め
、
こ
れ
に
参
加
し
な
け
れ
ば

栃
尾
の
将
来
像
を
協
議
で
き
ず
大
き

な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
合
併
す
る
こ
と
に

よ
り
栃
尾
市
の
将
来
像
が
長
岡
地
域

で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
る
の

か
、
そ
の
協
議
の
場
に
参
加
し
、
主

張
す
る
た
め
、
長
岡
地
域
合
併
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
提
案
す
る
も
の

で
す
」
と
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
員
十
六
人
が
約
一
時

間
半
に
及
ぶ
賛
成
、
反
対
の
討
論
を

行
っ
た
あ
と
、
記
名
投
票
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
賛
成
八
票
、
反
対
十
一

票
の
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
賛
成
票
を
投
じ
た
議
員

八
人

荒
木
俊
郎
、
長
谷
川
一
作
、
西
片

美
津
男
、
伊
東
喜
代
一
、
鈴
木
正

一
、
藤
田
君
男
、
酒
井
猶
一
、
林

欣
治

◇
反
対
票
を
投
じ
た
議
員

十
一
人

飯
　
與
衞
、
多
田
一
、
鎌
田
敏
雄
、

高
橋
昭
一
、
斎
藤
陽
雄
、
葛
綿
清
、

大
崎
嘉
昭
、
杵
渕
俊
久
、
高
見
美

加
、
諸
橋
虎
雄
、
荒
木
幸
男

※
議
長
は
表
決
に
加
わ
ら
な
い
た
め
、

記
名
投
票
総
数
は
十
九
票
で
す
。

市
民
注
目
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た

今
回
の
議
会
に
は
、
栃
尾
市
議
会
史

上
最
高
の
約
百
二
十
人
の
傍
聴
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

8
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平
成
十
六
年
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
一
月
二
十
一
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
、
栃
尾
市
、
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、

小
国
町
の
七
市
町
村
で
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の
議
案

「
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
記
名

投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

市議会の動き
平成１６年第１回

臨 時 会

｢

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置｣

を
否
決

今
年
は
雪
の
降
り
方
が
穏
や
か
で

す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
春
は
来
な
い

と
多
く
の
人
は
思
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

少
雪
の
冬
を
利
用
し
て
庭
木
の
冬

芽
観
察
を
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
き
っ
と
形
の
お
も
し
ろ
さ
に

驚
い
た
り
、
し
っ
か
り
と
芽
の
つ
い

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
り
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
間
が
冬
支
度
を
す
る
よ
う
に
、

植
物
も
冬
を
過
ご
す
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
仕
組
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

落
葉
は
そ
の
一
つ
で
、
木
全
体
の

養
分
や
水
分
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
葉
で
作
り
出
し
た
糖
が
濃
く

な
り
、
厳
し
い
寒
さ
に
も
凍
ら
な
く

せ
、
枝
を
伸
ば
す
た
め
に
も
蓄
え
て

い
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、
寒
さ
に
耐
え
て
い
る
植
物

の
枝
を
よ
く
見
る
と
、
小
さ
な
固
い

芽
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
冬
芽
で

す
。
冬
芽
に
は
大
き
く
分
け
、
毛
皮

や
革
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
い
る
よ

う
な
鱗
芽
と
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に

り

ん

が

被
わ
れ
て
い
な
い
裸
芽
、
葉
痕
や
樹

皮
の
中
に
隠
れ
て
保
護
さ
れ
て
い
る

隠
芽
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
木
の

種
類
に
よ
っ
て
大
き
さ
・
形
・
色
・

芽
鱗
の
数
が
違
う
も
の
や
、
中
に
は

が

り

ん

動
物
の
顔
を
し
た
よ
う
な
お
も
し
ろ

い
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

二
カ
月
も
す
れ
ば
新
年
度
で
す
。

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
新
年
度
の

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

刈
谷
田
中
学
校

本
多
多
佳
子

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

161

〜
春
へ
の
準
備
〜

〈
冬

芽
〉

と

う

が

人の目のように見える、
カキノキの冬芽

し
っ
か
り
と
春
の
準
備
を
す
る
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
冬
芽

提案理由の説明を行う馬場市長

過
去
最
高
の
傍
聴
者

「放送大学｣学生募集中
募集期間：２月29日(日)まで 詳細は、｢広報とちお おしらせ版」12月18日号の

５ページを参照 資料請求・問合せ：放送大学新潟学習センター 025 228 2651- -



奨
励
賞
（
敬
称
略
）

▽
絵
画
の
部

林

爽
香(

・

)

中
野
俣
小
１

西
中
野
俣

さ

や

か

三
澤
里
央(

・
金

町)

栃
尾
東
小
２

石
原
美
咲(

・
新

町)

栃
尾
東
小
３

多
田
一
貴(

東
谷
小
４
・
吹

谷)

韮
澤
佳
奈(

東
谷
小
４
・

泉

)

西
川
剛
志(

・
天
下
島)

栃
尾
南
小
５

諸
橋
祥
伸(

東
谷
小
６
・
上
来
伝)

今
井
詩
歩(

東
谷
小
６
・
栃

堀)

多
田
未
歩(

秋
葉
中
３
・
吹

谷)

▽
デ
ザ
イ
ン
の
部

(

荷
頃
小
２
・
北
荷
頃)

金
内
沙
恵
佳

馬
場
静
香(

秋
葉
中
１
・
旭

町)

▽
版
画
の
部

五
十
嵐
凌(

荷
頃
小
２
・
北
荷
頃)

り
ょ
うグ

リ
ー
ン
ヒ
ル

優

勝

（
エ
ム
ズ
）

２

位

M'sＡ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ

３

位

ア
ミ
ュ
ー
ズ

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

／

総
合
体
育
館

12

23

男
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

原
町
ピ
ー
プ
ル
ズ

優
勝

超
兄
貴

２
位

男
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

ザ
・
荷
頃
組

優
勝

西
谷
Ｍ
Ｂ
Ｃ

２
位

女
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ラ
ッ
ク
Ｃ
Ｓ

優
勝

宮
・
泉

２
位

女
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
バ
ス
キ
ッ
ズ

優
勝

川
谷
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
ズ

２
位

11
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総
合
体
育
館

第

回
栃
尾
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

１
／

23

25

【
男
子
の
部
】

９
チ
ー
ム

人
135

【
女
子
の
部
】

チ
ー
ム

人

12

180

合
計

チ
ー
ム

人

21

315

６西谷ＭＢＣ22
(西谷小学区)

10

７川谷13
(川谷）

８ザ・荷頃組37
(北荷頃）

11

９栃堀ボーイズ25
(栃堀)

７上塩谷ドリームキッズ18
(上塩小学区)10

８川谷ブルーリバーズ23
(川谷)20

９ＮＩＧＯＲＯ20
(北荷頃)

10Ｔ・ＴキッズＢ4
(栃堀・菅畑・小向)41

11ＳＡＫＡＥバスキッズ16 49
(栄町・山田町・金町)

12スカイ0
(平･天下島･滝の下町･谷内)

１ＤＥＡＲ ＢＯＹＳ17
(下塩小学区)

18
２超兄貴28
(栃尾南小学区）19

３東谷ファイターズ18
(東谷小学区)

４グレート小貫4
(小貫)26

５原町ピープルズ49
(原町)男子Ａ優勝：原町ピープルズ

１宮・泉63
(泉･宮沢･赤谷･栗山沢･来伝)23

２ｶﾞｯﾂ☆原町ﾊﾟﾜﾌﾙｰ'S!!32
(原町)24

３金沢ＭＢＣ25
(金沢)

４Ａ・Ｕ・Ｔ14
(栃尾南小学区)53

５ブラックＣＳ54 35
(下塩小学区)

６Ｔ・ＴキッズＡ28
(栃堀・菅畑・小向)

優勝したグリーンヒル

男子Ｂ優勝：ザ・荷頃組

女子Ａ優勝：ブラックＣＳ

女子Ｂ優勝：ＳＡＫＡＥバスキッズ

文化センター

ギャラリーとちお
◆市民コンサート写真展（公民館）

～ベイシーの軌跡～
２／14(土)～22(日)

栃
尾
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字

奉
仕
団
（
大
橋
清
委
員
長
）
に
、
日

本
赤
十
字
社
か
ら
銀
色
有
功
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

同
奉
仕
団
は
昭
和
四
十
八
年
に
設

立
し
て
以
来
、
市
お
よ
び
県
の
防
災

訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
赤
十
字
事
業

へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

次
の
人
は
、
健
康
保
険
や
年
金
に

関
す
る
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
事

業
主
と
し
て
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
社
会
保
険
委
員
功
労
者

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章

社
会
保
険
委
員
表
彰

さん笠井 勲
鈴倉インダ
ストリー㈱

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
長
表
彰

◆
政
府
管
掌
健
康
保
険
事
業
功
労
事
業
主

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

消
防
庁
長
官
退
職
者
表
彰

▽
１
号
報
償
（

年
以
上
）

25

木
間
惠
一
さ
ん
（
元
団
本
部
分
団

長
）

▽
２
号
報
償
（

年
以
上
）

15

磯
部
正
勝
さ
ん
（
元
第
６
分
団
分

団
長
）
ほ
か

人
16

新
潟
県
知
事
表
彰

▽

年
精
勤
章

30木
間
惠
一
さ
ん
（
元
団
本
部
分
団

長
）
ほ
か
３
人

消
防
出
初
め
式
で
表
彰

さん多田美枝
㈱多田組

さん小林幸久
越銘醸㈱

さん諏佐正行
太刀栄商店

▽

年
精
勤
章

20佐
藤
克
巳
さ
ん
（
第
４
分
団
分
団

長
）
ほ
か
３
人

新
潟
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
幹
部
功
績
章

矢
島
和
明
さ
ん
（
第
１
分
団
副
分

団
長
）
ほ
か
２
人

▽

年
精
勤
章

30木
間
惠
一
さ
ん
（
元
団
本
部
分
団

長
）
ほ
か
３
人

▽

年
精
勤
章

20米
井

彰
さ
ん
（
第
１
分
団
分
団

長
）
ほ
か
３
人

▽

年
精
勤
章

10高
見
信
和
さ
ん
（
第
２
分
団
副
分

団
長
）
ほ
か

人
32

▽

年
以
上
勤
続
退
職
者

10木
間
清
文
さ
ん
（
元
第
１
分
団
第

１
部
部
長
）
ほ
か

人
16

▽
５
年
以
上
勤
続
退
職
者

佐
藤
和
彦
さ
ん
（
元
第
１
分
団
第

５
部
部
長
）
ほ
か

人
15

栃
尾
市
消
防
団
長
表
彰

▽
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

出
場
分
団
表
彰

第
５
分
団

日
本
防
火
協
会
表
彰

▽
優
良
少
年
ク
ラ
ブ

繁
窪
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

▽
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

北
荷
頃
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

栃
尾
市
消
防
長
表
彰

▽
感
謝
状

大
野
原
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

◆
表
彰
状

大
島
金
雄
さ
ん(

栃
尾
城
山
吟
詠
会)

協
会
の
常
任
理
事
と

主
な
功
績

理
事
を
そ
れ
ぞ
れ
二
年
、
会
の

役
員
を
八
年
務
め
、
会
の
運
営

・
発
展
と
地
域
の
詩
吟
の
普
及

指
導
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

星
野
照
子
さ
ん(

栃
尾
彩
遊
会)

昭
和
六
十
二
年
の
会

主
な
功
績

結
成
以
来
副
会
長
を
務
め
、
後

輩
の
指
導
に
も
励
ま
れ
た
功
績

は
顕
著
で
す
。

増
沢
芳
松
さ
ん(

栃
尾
吟
詩
会)

協
会
の
理
事
を
四
年
、

主
な
功
績

会
の
役
員
を
二
十
年
務
め
、
会

の
発
展
と
詩
吟
の
普
及
お
よ
び

指
導
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
ユ
リ
さ
ん(

栃
尾
民
謡
会)

会
の
副
会
長
を
十
年

主
な
功
績

務
め
、
三
味
線
の
指
導
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

滝
沢
キ
ヨ
イ
さ
ん(

栃
尾
市
民
踊
舞

踊
連
盟)

連
盟
の
役
員
を
十
五

主
な
功
績

栃
尾
市
文
化
協
会
表
彰

１
／

文
化
セ
ン
タ
ー

24

年
務
め
、
会
の
発
展
と
民
踊
の

普
及
お
よ
び
指
導
な
ど
に
あ
た

り
功
績
は
大
で
す
。

星
野
ク
ニ
さ
ん(

民
謡
さ
つ
き
会)

平
成
五
年
に
入
会
以

主
な
功
績

来
、
会
の
発
展
を
図
り
な
が
ら

技
術
向
上
を
目
指
し
、
芸
能
文

化
の
保
存
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
感
謝
状

藤
井
祥
子
さ
ん

十
年
間
協
会
の
適
正

主
な
功
績

な
会
計
事
務
に
努
め
、
運
営
と

発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
版
画
の
三
部

門
に
二
四
、
三
九
九
点
の
応
募
が
あ

り
、
厳
し
い
審
査
の
結
果
、
次
の
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
（
敬
称
略
）

▽
絵
画
の
部

飯
濱
拓
矢(

下
塩
小
４
・
吉

水)

第

回
県
ジ
ュ
ニ
ア

34

美
術
展
覧
会

／
６

県
民
会
館

12

10
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大橋委員長と馬場市長

近い、安い、楽しいよ！

とちおファミリースキー場
スノーチュービング(土･日･祝日)、スキー子供の日(第２土曜・第３日曜)、

シニア＆レディスリフト１日券半額（平日）など 問合せ： 53 2390-



痴
呆
（
ボ
ケ
）
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
方
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
痴
呆
予

防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
浜
松
医
科
大
学
講
師
・
臨

床
心
理
士
の
高
槻
絹
子
さ
ん
が
、
痴

呆
に
な
ら
な
い
生
き
方
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。
高
槻
さ
ん
の
講
演
は
平

成
十
二
年
三
月
に
続
い
て
二
回
目
。

高
槻
さ
ん
は
、
一
万
五
千
の
臨
床

事
例
を
も
と
に
「
痴
呆
は
原
因
不
明

で
治
ら
な
い
」
の
で
は
な
く
、｢

予

防
す
る
こ
と
も
進
行
を
防
止
す
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
早
期
の
段
階
で
見

つ
け
れ
ば
治
す
こ
と
も
で
き
る
」
と

提
唱
し
て
い
ま
す
。

脳
の
働
き
と
痴
呆
の
関
係
、
痴
呆

の
予
防
と
進
行
防
止
の
た
め
の
生
活

改
善
お
よ
び
脳
活
性
化
訓
練
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

こ
の
講
演
会
で
、
痴
呆
へ
の
考
え

方
を
変
え
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
送

る
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
ボ
ケ
な
ん
て
冗
談
じ
ゃ
な
い
」

と
言
い
た
い
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

講
演
会
で
は

突
然
始
ま
る
ボ
ケ
な
ん
て
な
い

ボ
ケ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長

い
間
の
生
活
習
慣
や
暮
ら
し
方
、
生

き
る
姿
勢
に
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、
ボ
ケ
は
悲
し
き
脳
の
生
活
習

慣
病
。
働
き
盛
り
の
今
こ
そ
、
あ
な

た
の
暮
ら
し
方
を
点
検
し
て
改
善
す

る
時
で
す
。

物
忘
れ
が
増
え
、｢

ボ
ケ
の
始
ま

り
？
」
と
不
安
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
心
配
も
講
演
を
聞
け
ば
解
決

し
ま
す
。

物
忘
れ
が
あ
っ
て
も
、
脳
の
前
頭

葉
の
機
能
が
年
相
応
に
働
い
て
い
れ

ば
ボ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

間
も
な
く
四
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
間
、
栃
尾
市
で
介
護
を
要
す

る
状
態
に
な
っ
た
人
は
増
加
し
、
千

五
人
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
う

ち
約
八
割
の
七
百
八
十
九
人
に
何
ら

か
の
痴
呆
症
状
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ケ
も
最
初
が
肝
心

確
実
に
治
せ
る
う
ち
に
見
つ

け
る
に
は
？

栃
尾
市
の
痴
呆
の
現
状

（
平
成
十
五
年
十
二
月
末
）

平
成
十
五
年
度
の
新
潟

県
指
導
農
業
士
、
農
村
地

域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

認
定
式
が
一
月
十
六
日
に

県
庁
で
行
わ
れ
、
栃
尾
市

か
ら
は
指
導
農
業
士
に
藤

田
俊
江
さ
ん
（
塩
新
町)

、

農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
多
田
美
重
子
さ
ん

（
田
之
口
）
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
潟
県
民
の

食
料
を
支
え
る
農
業
・
農

村
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
中
、
二
十
一
世
紀
の
新
潟
県
農

業
を
担
う
若
い
人
た
ち
の
育
成
や
中

核
的
農
業
者
の
確
保
、
農
村
に
お
け

る
女
性
活
動
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
を
図
る
た
め
、
新
潟
県
知
事
が
認

定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

十
四
年
度
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
指

導
農
業
士
は
四
百
八
十
九
人
、
う
ち

女
性
は
一
人
。
藤
田
さ
ん
に
は
、
販

路
の
拡
充
・
拡
大
に
よ
る
経
営
方
針

と
女
性
な
ら
で
は
の
発
想
に
よ
る
農

業
経
営
、
農
業
後
継
者
に
対
す
る
指

導
的
役
割
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
新
潟
県
指
導
農
業
士

現
に
優
れ
た
農
業
経
営
を
行
う

と
と
も
に
、
農
村
青
少
年
の
育
成

(

農
家
留
学
研
修
生
の
受
入
な
ど)

に
指
導
的
役
割
を
果
た
す
農
業
者

◆
新
潟
県
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー農

村
女
性
の
経
営
・
社
会
参
画

の
促
進
お
よ
び
農
村
地
域
の
活
性

化
を
図
る
リ
ー
ダ
ー

13
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痴
呆
予
防
講
演
会

「
ボ
ケ
は
防
げ
る
・
治
せ
る
」

２
月

日

時

分
〜

時

分

と

き

17

（火）
13

30

15

30

市
民
会
館
、

高
槻
絹
子
さ
ん

と
こ
ろ

講

師
た

か

つ

き

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

‐
５
８
３
６
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が

に

藤
田

俊
江
さ
ん

指
導
農
業
士

が

に

多
田
美
重
子
さ
ん

農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
さ
れ
ま
し
た平山県知事から認定証を受け取る藤田さん

栃尾都市計画
用途変更(平地区)の縦覧

縦覧期間：２月５日(木)～18日(水)の８時30分～17時

ところ：市役所３階建設課 問合せ：建設課 52 5825- 12
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入
選
作
品

市
民
文
芸

昨
年
十
一
月
に
募
集
し
た
「
市
民
文
芸
作
品
」
の
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

応
募
数
は
、
俳
句
二
百
四
十
五
句
、
川
柳
八
十
三
句
、

短
歌
八
十
六
首
、
詩
二
十
一
編
、
随
筆
一
編
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
俳
句
の
部
】

大
図

栄
子
（
宮

沢
）

厨
か
ら
匂
う
新
米
塩
む
す
び

室
橋

眞
弘
（

泉

）

越
後
路
の
家
の
際
ま
で
植
田
か
な

高
橋

榮
子
（
新

町
）

き
ゃ
ら
蕗
の
よ
う
や
く
味
は
母
に
似
て

前
田

安
野
（
北
荷
頃
）

境
界
の
杭
新
し
き
雪
間
か
な

梅
沢
ミ
ツ
エ
（
森

上
）

こ
れ
以
上
積
め
ざ
る
薪
や
冬
用
意

佐
野

サ
ダ
（
金

沢
）

喜
雨
あ
り
て
土
に
や
さ
し
さ
戻
り
け
り

土
田

満
（
原

町
）

泣
き
に
来
し
こ
と
は
秘
め
を
り
星
月
夜

漆
間

久
子
（
田
之
口
）

老
農
の
一
徹
に
生
く
稲
架
高
し

佐
野

マ
サ
（
森

上
）

棒
鱈
の
煮
こ
ご
り
匂
う
盆
厨

多
田
ノ
ブ
イ
（
北
荷
頃
）

合
格
の
声
は
ず
ま
せ
て
受
験
の
子

【
川
柳
の
部
】

保
科

新
作
（
大
野
町
）

老
い
の
知
恵
若
者
の
隙
を
埋
め
て
や
る

佐
藤

忠
三
（
本

所
）

大
正
琴
さ
く
ら
さ
く
ら
の
域
を
出
ず

ぶ
っ
切
れ
ぬ
正
義
の
い
く
さ
に
ツ
ケ
が
来
る

馬
場

要
助
（
旭

町
）

笠
井

実
（
山
田
町
）

分
別
を
目
先
の
欲
で
見
誤
り

渡
辺

昌
作
（
大

町
）

ム
ー
ド
あ
る
下
戸
の
得
意
な
酒
の
唄

【
短
歌
の
部
】

生
き
方
を
変
え
る
勇
気
の
ジ
ャ
ン
プ
台

跳
べ
る
気
が
す
る
還
暦
だ
か
ら

長
谷
川

勤
（
熊

袋
）

乾
燥
の
終
わ
り
し
籾
の
上
が
ら
ざ
り

途
方
に
暮
れ
て
夜
半
の
作
業
場

よ

わ
今
井

ヨ
リ
（
土
ケ
谷
）

双
邦
に
き
ず
な
断
た
れ
し
う
か
ら
等
の

ふ
た
ぐ
に叫

び
の
如
く
峡
の
海
鳴
る

か
い

長
谷
川

勤
（
熊

袋
）

天
地
人

す
べ
て
狂
う
と
今
朝
の
記
事

ほ
そ
籾
の
田
に
老
は
立
ち
お
り

若
杉

利
助
（
明

戸
）

｢

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
花
火
見
た
い
？｣｢

う
ん｣

｢

ほ
ら
ね
」
携
帯
電
話
に
花
火
を
映
す

今
井

初
江
（
土
ケ
谷
）

【
詩
の
部
】

中
島

路
子
（
楡

原
）

「
こ
ぶ
し
」

丸
山

更
右
（
大
野
町
）

「
春
雨
」

土
田

竹
志
（

泉

）

「
柿
の
木
の
自
覚
」

該
当
作
品
な
し

【
随
筆
の
部
】

入
選
作
品
の
ほ
か
、
市
内
の
文
芸
愛
好
者
が

投
稿
し
た
作
品
を
ま
と
め
た
「
文
芸
と
ち
お
」

を
３
月
ご
ろ
作
成
、
頒
布
し
ま
す
。
詳
細
は
後

日
、｢

広
報
と
ち
お
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
民
館

‐
２
０
２
０
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「
文
芸
と
ち
お｣

を
作
成
し
ま
す

１
／

第

回
栃
尾
市
新
春
俳
句
会
入
選
作
品

21

18

投
句
者
四
十
一
人
、
百
二
十
二
句

天

位

宝
石
の

ご
と
き
ひ
と
み
や

初
笑
い

地

位

吟
詠
に

の
せ
筆
運
ぶ

淑
気
か
な

人

位

初
雪
に

歩
幅
小
さ
き

靴
の
跡

漆
間

久
子
・
田
之
口

一
位

諏
佐

清
子
・
東

町

二
位

西
中
野
俣

三
位

金
内

ミ
ヨ
・

さん漆間久子
田之口

さん金内ミヨ
西中野俣

さん高橋ハナ
新 町

☆
高
点
句

（
敬
称
略
）

☆
合
点
句

酒
井

正
二
・
栃

堀

五
位

今
井
ハ
ル
エ
・
一
之
貝

六
位

松
井

ヨ
シ
・
田
之
口

七
位

高
山
ミ
ネ
子
・
北
荷
頃

八
位

酒
井
ヨ
シ
イ
・
一
之
貝

九
位

佐
藤
セ
ツ
子
・
表

町

十
位

室
橋

眞
弘
・

泉

十
一
位

中
西

弘
・

泉

十
二
位

佐
藤

三
仁
・
本

所

十
三
位

佐
藤

忠
三
・
本

所

十
四
位

剣
持

ヤ
ウ
・
一
之
貝

十
五
位

上
村

良
作
・
栃

堀

十
六
位

増
沢
富
喜
知
・
栃

堀

十
七
位

梅
沢
ミ
ツ
エ
・
森

上

十
八
位

八
木
ハ
ナ
コ
・
山
田
町

十
九
位

勝
沼

貞
夫
・
金

沢

二
十
位

講評を述べる大瀬久男さん

市営住宅などの

空き室情報
◆県営住宅：２戸 問合せ：建設課道路住宅係 ５２－５８２５



ガ
ス
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空

気
が
必
要
で
す
。
小
型
湯
沸
器
は
コ

ン
ロ
の
四
倍
の
空
気
が
必
要
で
、
十

分
な
換
気
を
し
な
い
ま
ま
使
用
を
続

け
る
と
、
酸
素
濃
度
が
次
第
に
低
下

し
て
不
完
全
燃
焼
と
な
り
、
有
害
な

一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

小
型
湯
沸
器
に
よ
る
浴
槽
や
洗
濯

機
へ
の
給
湯
、
シ
ャ
ワ
ー
・
洗
髪
な

ど
の
長
時
間
連
続
使
用
は
、
換
気
が

間
に
合
わ
な
く
な
り
、
不
完
全
燃
焼

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
古
く

な
っ
て
劣
化
し
た
器
具
や
、
小
型
湯

沸
器
の
上
部
（
熱
交
換
器
）
に
目
詰

ま
り
が
あ
る
と
、
不
完
全
燃
焼
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
は
無
色
・
無
臭
で
感

知
し
に
く
い
気
体
で
す
が
、
毒
性
は

強
力
で
す
。
一
酸
化
炭
素
を
吸
う
と
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
気
分
が
悪
い
な
ど
、

風
邪
に
よ
く
似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

小
型
湯
沸
器
の
使
用
中
に
こ
の
よ

う
な
不
調
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
使

用
を
中
止
し
、
換
気
扇
を
回
す
か
、

窓
を
開
け
て
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

小
型
湯
沸
器
に
は
、
不
完
全
燃
焼
を

感
知
し
、
ガ
ス
を
自
動
的
に
止
め
る

『
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
』
が
付
い

て
い
ま
す
。

古
い
小
型
湯
沸
器
は
、
不
完
全
燃

焼
防
止
装
置
付
き
小
型
湯
沸
器
へ
の

取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

‐
52
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ガ
ス
と
安
全

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
付
い
て
い
な
い
小
型
湯
沸
器
を
換
気
し

な
い
で
使
用
す
る
と
、
不
完
全
燃
焼
と
な
り
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
を
正
し
く
使
っ
て
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
防
災

Ｓ
Ｏ
Ｓ
救
急
隊

や

け

ど

家
庭
内
で
は
、
思
わ
ぬ
こ
と

で
や
け
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、

・
料
理
で
火
を
使
っ
て
い
る
と

き
・
や
か
ん
、
ポ
ッ
ト
の
蒸
気
や

熱
湯
に
ふ
れ
た
と
き

　
す
ぐ
に
流
水
で
冷
や
す

・
流
水
（
水
道
水
）
で
す
ぐ
に

冷
や
し
、
痛
み
が
取
れ
る
ま

で
冷
や
す
。

　
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で
水
分
を
吸

い
取
る

・
冷
た
い
タ
オ
ル
で
冷
や
す
こ

と
に
よ
り
、
痛
み
が
和
ら
ぐ
。

小
型
湯
沸
器
に

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が

付
い
て
い
ま
す
か
？

　
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て
包

帯
を
す
る

・
や
け
ど
し
た
部
分
を
心
臓
よ

り
高
く
上
げ
て
お
く
と
、
痛

み
が
和
ら
ぐ
。

・
水
ぶ
く
れ
が
で
き
た
と
き
は
、

ガ
ー
ゼ
で
か
こ
い
を
つ
く
り

つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
包

帯
を
巻
く
。

無
理

に
服
を

脱
が
そ

う
と
す

る
と
、

水
ぶ
く

れ
が
つ

ぶ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
早
く

冷
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

コ
ン
ロ
の
４
倍
の

新
鮮
な
空
気
が
必
要

不
調
を
感
じ
た
ら

直
ち
に
使
用
中
止

不
完
全
燃
焼
防
止
付
き

小
型
湯
沸
器
が
お
勧
め

小
型
湯
沸
器
を
使
用
す

る
と
き
は
、
換
気
扇
を

回
し
て
い
ま
す
か
？

服
の
上
か
ら
の
や
け
ど

処
置
の
仕
方

‐
５
８
２
６

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
て
身
の
回
り
の
電
化
製
品

や
自
動
車
な
ど
を
動
か
し
、
快
適
さ

や
便
利
さ
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
代
は
も
う
終

わ
り
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温

暖
化
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
の
時
代
、
私
た
ち
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
し
こ
く
使
う
「
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
」
に
転
換
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
的
に
使
い
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
す
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
。
あ
な

た
は
も
う
、
始
め
て
い
ま
す
か
。

省
エ
ネ
は
、
快
適
さ
や
便
利
さ
を

我
慢
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
は
我
慢
の

省
エ
ネ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
快
適
さ

◆
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

暖
房
の
温
度
は

℃
20

や
便
利
さ
を
実
現
し
な
が
ら
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ム
ダ
使
い
を
減
ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
上
手
に
使
う
暮
ら
し
方
で
す
。

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
今
の
生
活
を
見
直
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム
ダ
使
い
を
し

て
い
な
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

暖
房
で
部
屋
を
暖
め
過
ぎ
て
、
薄

着
で
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
テ
レ

ビ
を
見
て
い
な
い
の
に
、
テ
レ
ビ
が

つ
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
人
の
い
な
い
部
屋
で
、
電
気
や

暖
房
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ム
ダ
使
い
を
点
検
し
、
な
く
し
て
い

く
こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
の
第

一
歩
で
す
。

ま
た
、
電
化
製
品
や
ガ
ス
な
ど
を

使
う
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

を
す
れ
ば
、
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
、
快
適
さ
や
便
利
さ
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
冬
の
暖
房
も
、
衣
服
を

一
枚
多
く
重
ね
着
し
た
り
、
エ
ア
コ

ン
と
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
併
用
し
た

り
す
る
な
ど
の
工
夫
で
、
低
め
の
温

度
設
定
で
も
十
分
暖
か
く
過
ご
せ
ま

す
。簡

単
な
工
夫
で
も
、
積
み
重
ね
て

い
け
ば
、
省
エ
ネ
や
二
酸
化
炭
素
削

減
の
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
い
つ
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
を
見
直
し
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

14
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環
境
エ
コ
ペ
ー
ジ

〜
冬
の
省
エ
ネ
〜

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
始
め
よ
う

スマートライフのヒント�

使っていない電化製品はプラグを抜く

エネルギーのムダ使いをなくす
ためにカットしたいのが電化製品
の「待機時消費電力」です。リモ
コン操作のテレビやＶＴＲをはじ
め、パソコンやファクスなど、家
庭の中のさまざまな電化製品は、
使っていないときでも、プラグが
差し込んであるだけで、電力を消
費しています。この待機時消費電
力は、家庭の消費電力量全体の10
％近くを占めています。
待機時消費電力をなくすために、使っていない機器は、コン

セントからプラグを抜くよう習慣づけましょう。

スマートライフのヒント�

暖房の設定温度は20℃に。見ていないテレビ
はスイッチを切る

□暖房の設定温度は20℃
□フィルターをこまめに掃除して
おけば暖房効率がアップ

□もう一枚の重ね着でより暖か
□ドアの開閉は少なく
□部屋の熱を逃がさないよう、厚手のカーテンに
□見ていないテレビはスイッチを切る

スマートライフのヒント�

シャワーのお湯を流したままにしない

□シャワーのお湯を流したままに
しない

□入浴は間隔をあけずに
□入浴後は必ずふろのフタをする

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～17時

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-



ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
許
可

証
の
有
効
期
限
が
３
月

日
に
切
れ

31

ま
す
。
引
き
続
き
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
更
新
手
続
き
を
し
な
い
と

登
録
番
号
が
抹
消
と
な
り
、
新
た
に

講
習
会
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月

日

ま
で
の
平

更
新
期
限

31

（水）

日
、
８
時

分
〜

時

30

17

総
合
体
育
館
２
階
事
務
室

と
こ
ろ

平
成

年
度
の
利
用
許
可

持
参
品

15

証
（
手
続
き
は
代
理
人
で
も
可
）

無

料

手
数
料

総
合
体
育
館
・

‐
５
５

問
合
せ

52

７
１

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
栃
尾
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
許
可
証
の
更
新

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
し
ま
す

覧
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
左
記
に
よ

り
選
挙
人
名
簿
登
録
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

２
月

日

〜
３
月
８

縦
覧
期
間

23

（月）

日

の
８
時

分
〜

時

（月）

30

17

市
役
所
総
務
課(

３
階)

縦
覧
場
所

総
務
課
選
挙
係
・

‐
２

問
合
せ

52

１
５
５

か
た
り
べ
教
室
「
ろ
ば
た
会
」
の

今
年
度
の
語
り
お
さ
め
で
す
。

懐
か
し
い
栃
尾
弁
の
昔
語
り
や
寸

劇
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

２
月

日

時

分
〜

と

き

22

（日）
13

30

時

分

15

30
お
り
な
す
「
て
ま
り
ホ
ー

と
こ
ろ

ル
」

か
た
り
べ
教
室
、
栃
尾
東

出
演
者

小
学
校
昔
話
ク
ラ
ブ
、
栃
尾
南
小

第
３
回

｢

ろ
ば
た
ま
つ
り｣

教
室
・
講
座

学
校
３
年
生
有
志

無

料

入
場
料

公
民
館
・

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

〜
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で

楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

〜
!!

こ
の
講
習
会
を
一
回
受
講
す
れ
ば
、

翌
日
か
ら
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。４

月

日
、
５
月

日
、

と

き

19

17

６
月

日
、
８
月

日
、

月

21

16

10

18

日
、

月

日
、
２
月

日
、
い

12

20

21

ず
れ
も
第
３
月
曜
日
の

時
〜

19

20

時

分
30

総
合
体
育
館
１
階
ミ
ー
テ

と
こ
ろ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム
ほ
か

高
校
生
以
上

対

象

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
エ
ア
ロ

機

種
ク
ラ
イ
ム
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
マ
シ
ー
ン

筆
記
用
具
、
内
履
き
、
運

持
ち
物

動
で
き
る
服
装

無

料

受
講
料

体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
者
講
習
会

講
習
会
前
週
の

申
込
み
・
問
合
せ

金
曜
日
ま
で
に
総
合
体
育
館
・
52

‐
５
５
７
１

体
が
カ
ァ
ー
と
熱
く
な
る
、
頭
痛

や
め
ま
い
が
起
き
る
な
ど
の
更
年
期

症
状
の
あ
る
人
、
ま
た
最
近
、
く
し

ゃ
み
を
す
る
と
尿
も
れ
が
あ
る
、
月

経
痛
や
月
経
不
順
で
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
の
健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
個
別
相
談
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
。

２
月

日

時
〜

時

と

き

16

（月）
14

16

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務

と
こ
ろ

所
（
長
岡
市
川
崎
町
）

助
産
師

相
談
員

長
岡
健
康
福
祉

申
込
み
・
問
合
せ

環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
・

‐
33

４
９
３
１

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
、
地
域
や

家
庭
で
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他

女
性
の
た
め
の

健
康
相
談
会

地
球
温
暖
化
防
止
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

当
日
は
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

２
月

日

と

き

29

（日）

朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
万

と
こ
ろ

代
島
）

県
環
境
企
画
課
地
球
環
境

問
合
せ

対
策
班
・
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５

３
３
９
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など今月の税金

納期３月１日

固 定 資 産 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

２
月

日

時
〜

時

24

（火）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

２
月

日

時
〜

時

18

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

成

人

式

第

回
56

４
月
４
日

市
民
会
館

会
場
‐

（日）生
涯
学
習
課
・

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

７人８脚タイムレースなど盛りだくさん

とちお遊雪まつり
と き：２月15日(日)10時～16時

ところ：道の駅｢Ｒ２９０とちお｣ 問合せ：商工観光課 52 2151-

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
、
こ

う
し
た
子
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
多

く
の
場
合
、
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く

い
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
自

身
も
、
そ
の
被
害
を
外
部
に
訴
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
身
近
な

人
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
た
め
、
重
大
な
結
果
に
い
た
っ

て
初
め
て
気
づ
く
と
い
う
例
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

複
雑
化
す
る
子
ど
も
の
人

権
侵
害

◆
い
じ
め

最
近
の
子
ど
も
の
い
じ
め
は
、
子

ど
も
が
考
え
た
と
は
思
わ
れ
な
い
ほ

ど
陰
湿
で
深
刻
な
も
の
が
多
く
、
次

第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

い
じ
め
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、

大
き
な
苦
痛
と
な
り
、
回
復
し
が
た

い
傷
と
も
な
り
ま
す
。

◆
体

罰

体
罰
は
、
い
じ
め
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
り
、
校
内
で
の
暴
力
容
認
の
雰

囲
気
を
つ
く
り
出
し
た
り
す
る
な
ど
、

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校
を

誘
発
・
助
長
す
る
要
因
に
な
る
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
員
に
よ
る

体
罰
は
、
学
校
教
育
法
で
明
確
に
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
児
童
虐
待

助
け
を
求
め
る
こ
と
を
意
思
表
示

で
き
な
い
よ
う
な
幼
児
や
児
童
を
、

親
な
ど
が
虐
待
す
る
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
買
春
や
性

的
虐
待
な
ど
、
児
童
の
商
業
的
性
的

搾
取
の
問
題
も
国
内
外
で
深
刻
に
な

っ
て
い
ま
す
。
虐
待
は
、
大
人
が
そ

の
権
力
を
乱
用
し
た
、
子
ど
も
へ
の

人
権
侵
害
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど

に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
は
、
子
ど

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る

体
験
や
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
な
ど

の
不
足
が
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
思

い
や
り
の
心
を
育
ち
に
く
く
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

受
験
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
情
報
の

は
ん
ら
ん
な
ど
の
社
会
風
潮
も
、
子

ど
も
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
し
て
い

ま
す
。

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
命
の

大
切
さ
は
、
大
人
が
身
を
も
っ
て
子

ど
も
に
教
え
る
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
大
人
自
身
か
ら
意
識
改
革
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に

設
置
さ
れ
た
人
権
相
談
所
や
専
用
相

談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇

番
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
だ
け
で
な

く
大
人
か
ら
も
、
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

ま
ず
は
大
人
自
身
の
意
識

改
革
を

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ

い
た
ら

談
は
無
料
で
、
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら
、
近
く
の
法
務

局
の
人
権
相
談
所
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
全
国
で
は
約
七
百
人
の

「
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
」
が
、

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
適
切

に
対
処
す
る
た
め
、
子
ど
も
人
権
相

談
所
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、
地
域

と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
実
態
が
つ
か
み
に
く
い

子
ど
も
の
人
権
問
題
。
子
ど
も
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
早
め
に
気
づ
く
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
会
話
を
交
わ

す
な
ど
、
不
安
な
く
話
の
で
き
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

16
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み
ん
な
で
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

社
会
の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も

も
一
個
人
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。そ

の
こ
と
を
、
ま
ず
は
大
人
自
身
が
自
覚
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
権

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

<

人
権
擁
護
委
員>

さ
ん

星
野

信
行
‐

52
さ
ん

稲
田
美
穂
子
‐

52
さ
ん

橋
本

英
俊
‐

52
さ
ん

葛
綿

弘
義
‐

53
‐
２
４
１
４

‐
２
４
１
２

‐
４
０
８
７

‐
３
７
５
８

遊雪まつり前夜祭

とちお雪灯りまつり
と き：２月14日(土)◇キャンドル点灯17時～ ◇ファミリーコンサート19時～

ところ：おりなす前の広場 ※甘酒サービスあり 問合せ：おりなす 51 1331-



世
紀
型
観
光
は
「
体
験
交
流

21
型
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
域
活
性

化
に
有
効
な
手
段
と
し
て
大
き
な
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
体
験
交
流
型
観
光

の
企
画
ノ
ウ
ハ
ウ
を
総
合
的
に
学
ぶ

内
容
で
す
。
地
域
お
こ
し
成
功
の
ヒ

ン
ト
を
み
つ
け
ま
せ
ん
か
。

２
月

日

時
〜

時

と

き

22

（日）
10

17

体
験
交
流
型
観
光
講
座

入
門
実
践
編

今
月
の
表
紙

栃
尾
南
小
学
校
（
上
村
義
夫

校
長
）
は
一
月
九
日
、
全
校
児

童
に
よ
る
新
春
書
き
初
め
大
会

を
開
催
。
三
年
生
以
上
の
児
童

が
、
体
育
館
で
冬
休
み
に
練
習

し
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

|||||広報とちお16.2.5|||||

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 事務員 織物業 東　町 1 20～40
132,000～
140,800

8:30～17:30 （№ 11541）

2 機械調整工 織物業 山田町　 1 不問　
174,000～
216,000

8:05～16:55 （№ 12441）

3 ダンプ、重機オペ 土木工事業 一之貝 1 ～58
156,000～
240,000

8:00～17:00
車両系・大型・大特

（№ 19041）

4 FRP製品の製造 有機化学工業製
品製造業 上　塩 1 18～47

150,000～
190,000

8:30～17:30 （№ 17941）

5 検品、プレス 織物業 北荷頃　 3 ～50
124,800～
134,400

8:10～17:00 （№ 15741）

6 営業及び生産管理 織物業 北荷頃　 1 21～45
220,000～
250,000

8:10～17:00 （№ 16641）

7 介護支援専門員　協同組合 栄　町 1 20～60
170,000～
200,000

8:30～17:00 介護支援専門員
（№ 13541）

8 薬剤師 調剤薬局 栄　町 2 22～50
240,000～
440,000

8:45～18:00 （№ 12241）

9 介護支援専門員 介護サービス業 楡　原 2 不問　
180,000～
300,000

8:30～17:30 （№0483131）

10 看護師 介護サービス業 楡　原 4 不問　
158,000～
300,000

7:30～16:30
8:30～17:30

看護師、准看護師
（№0484031）

11 運転手 一般貨物自動車
運送業 谷内２ 1 20～30

163,200～
252,000

8:00～18:00 （№0482931）

12 設備工事士 一般土木建築工
事業 平 1 不問　

175,000～
245,000

8:15～17:15
技術士（水道）

（№0477831）

13 設備工事士 一般土木建築工
事業 平 1 不問　

180,000～
100,000

9:00～16:15
技術士（水道）

（№0478231）

14 介護員 介護サービス業 平 1 不問　
127,000～
155,000

8:00～18:00
9:00～18:00

ホームヘルパー２級
（№0475131）

15 修整作業員　 織物業 東　町 2 不問　
126,500～
161,000

8:30～17:30 （№0472331）

16 縫製工（婦人服） 縫製業 山田町 2 18～45
135,191～
204,002

8:15～17:15 （№0459931）

17 営業、企画販売員 織物業 山田町 2 不問　
155,000～
265,000

8:45～17:30 （№0463731）

18 理学療法士 介護サービス業 泉 1 22～50
180,000～
350,000

9:00～18:00
理学療法士

（№0466931）

19 生機検査 織物業 巻　渕 1 30～50
119,350～
124,775

8:45～17:30 （№0468031）

20 検品作業員　 織物業 東　町 5 不問　
119,600～
150,000

9:00～18:00 （№0469831）

21 縫製作業員 織物業 東　町 10 不問　
123,200～
176,000

9:00～18:00 （№0470431）

22 プレス作業員 織物業 東　町 5 不問　
117,300～
161,000

9:00～18:00 （№0471731）

23 建設現場管理者 一般土木建築工
事業 山田町 1 ～45

240,000～
290,000

8:00～17:00
建築士、施工管理（１級）

（№0451031）

24 一般作業員 土木工事業 旭　町 1 20～30
200,000～
250,000

8:00～17:10 （№0452831）

25 美容師 美容業 谷内２ 1 18～30
140,000～
140,000

8:30～18:00 （№0454531）

26 縫製工 縫製業 天下島 1 20～40
125,000～
150,000

8:00～17:00 （№0455431）

27 品質管理 通信機器製造業 滝の下町 1 ～40
180,000～
246,000

9:00～18:00 （№0456731）

28 建築設計施工管理 建築工事請負業 赤　谷 1 20～35
150,000～
180,000

8:00～18:00 （№0458631）

29 製材工 一般土木建築工
事業 平 1 不問　

245,000～
275,000

8:00～17:15 （№0446531）

30 菓子製造販売 菓子製造販売業 旭　町 1 18～30
123,200～
132,000

8:30～17:30 （№0442131）

31 介護支援専門員 介護サービス業 下樫出 1 不問　
187,200～
208,000

8:30～17:30 （№0439431）

32 左官工 木造建築工事業 天下島 2 18～35
192,000～
300,000

8:00～17:30 （№0435031）

33 介護支援専門員 介護サービス業 平 2 25～50
170,000～
280,000

9:00～18:00 （№0405731）

34 看護員 介護サービス業 平 1 25～
170,000～
280,000

8:00～18:00
9:00～18:00

（№0406331）

35 事務・パソコン指導 IT関連事業 新栄町 2 19～45
180,000～
220,000

9:00～18:30 （№0407631）

36 webサーバー管理者 IT関連事業 新栄町 2 20～40
180,000～
250,000

9:00～18:30 （№0408931）

37 薬剤師 調剤薬局 新栄町 1 18～45
230,000～
430,000

8:45～18:45 （№0409131）

38 生産技術 自動車部品製造業 北荷頃 1 18～30
148,000～
170,000

8:00～17:00 （№0412531）

39 縫製及び裁断スタッフ 縫製業 大野町 2 18～60
119,600～
156,400

8:20～17:20 （№0415331）

40 織布工 織物業 仲子町 1 不問
153,000～
180,000

15:00～13:30
13:30～22:00

（№0417931）

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成16年１月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-
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市
民
ど
な
た
で
も

対

象

三
百
円
（
当
日
受
付
で
）

参
加
費

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
マ
ー

持
ち
物

カ
ー

当
日
直
接
会
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に

申
込
み

栃
尾
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

問
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せ
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会
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間
・
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53

自
動
車
の
売
買
、
所
有
者
や
使
用

者
の
住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

自
動
車
の
登
録
と

自
動
車
税
の
申
告

は
、
運
輸
支
局
へ
の
登
録
と
県
へ
の

申
告
が
必
要
で
す
。

な
お
自
動
車
税
は
、
車
検
証
の
登

録
名
義
を
も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
変
更
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
３
月

日

ま
で
に
手
続

31

（水）

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
自
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車
取
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税
と
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税
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岡
分
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３
４

○
自
動
車
の
登
録
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、
新
潟
運
輸
支

局
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

・

‐
１
１
３
１

22
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
敷
金
が
戻
ら
な
い｣｢

高
額
の
補
修

費
を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
賃
貸

住
宅
を
退
去
す
る
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆｢

敷
金｣

と
は

｢

敷
金
」
と
は
、
賃
貸
住
宅
を
退

去
す
る
時
に
借
り
主
が
家
賃
を
滞
納

し
た
り
、
建
物
に
損
害
を
与
え
た
り

し
た
場
合
な
ど
に
備
え
て
、
家
主
が

あ
ら
か
じ
め
担
保
と
し
て
預
か
る
お

金
の
こ
と
で
、
退
去
す
る
時
は
返
金

さ
れ
る
も
の
で
す
。

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

し
か
し
、
例
え
ば
不
注
意
で
壁
に

傷
を
つ
け
た
な
ど
、
借
り
主
の
過
失

に
よ
る
損
傷
や
家
賃
滞
納
な
ど
、
借

り
主
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

債
務
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
敷
金

か
ら
そ
の
額
を
差
し
引
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
借
り
主
の
義
務
は

通
常
、
借
り
主
は
退
去
す
る
時
に

借
り
た
部
屋
を
元
通
り
に
し
て
返
す

「
原
状
回
復
義
務
」
が
あ
り
ま
す
。

「
原
状
回
復
」
と
は
通
常
の
使
用
で

生
じ
た
畳
・
障
子
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・

壁
紙
な
ど
の
汚
れ
や
傷
み
の
修
繕
ま

で
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
契
約
書
に
退
去
時
の
特

約
事
項
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

▽
契
約
す
る
前
に
契
約
内
容
、
特

に
特
約
事
項
を
念
入
り
に
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

▽
入
居
時
に
、
物
件
の
状
況
を
借

り
主
、
家
主
双
方
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
退
去
時
に
は
家
主
に
必
ず
立
ち

会
っ
て
も
ら
い
、
修
繕
を
要
す

る
か
否
か
そ
の
場
で
確
認
し
て

も
ら
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ま
し
ょ
う
。
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潟
県
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費
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せ
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｢栃尾市美術の今2004｣
作品募集

「栃尾市美術の今」は、実行委員会と美術館の共催
により、公募展出品などで意欲的に活動している人た
ちの作品を展示し、市民をはじめ多くの人たちにその
成果をご覧いただく展覧会です。平成16年度も４月中
旬から９回目の開催を計画しています。
現在、出品資格該当者の把握に努めていますが、次

の規定などにより「自分の作品も該当するのでは？」
と思われる人は、２月20日(金)までに美術館へ連絡く
ださい。

＜出品規定＞
公募展出品作品で下記の①または②に該当する作品
①県内関係
・市展(栃尾市展は除く)、郡展は入賞作品以上と
する。
・県展、芸展は入選作品以上とする。また、同展
の無鑑査作品ならびに会員作品とする。
・県内のその他の公募展は入選作品以上とする。
②県外展は入選作品以上とする。また、同展の無鑑
査作品ならびに会員作品とする

上記の①または②の作品は、平成15年１月１日か
ら平成15年12月31日までの間に発表された作品とする。

＜出品対象者＞
市内在住または在勤などの高校生以上

栃尾市美術の今2004実行委員会事務局問合せ
美術館・53-6300

蔵書の点検のため
公民館図書室を休館します

２月16日(月)～19日(木)まで

期間中、図書の返却のみ受け付けます 問合せ： 52 2020-



平成16年

2.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健
診では、歯科健診があります
ので健診前に歯を磨いておい
てください。また、希望者に
フッ素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

くん保科 輝
ひかる

（金 沢）
２月４日
３歳児

健診会場で

□予防接種
ポリオ…市民会館３階会 場 ▼

ツ反検査、判定・ＢＣＧ…市民会館２階
午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月
ポリオ２回目 ３月４日(木) 15年１～４月

３月24日(水)
ツベルクリン
反応検査 15年11・12月
判定・ＢＣＧ ３月26日(金)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
３月23日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎２月は、離乳食講習会を行います。

保健師、助産師、栄養士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
３月24日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
３月12日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
15年10･11月生まれ４ カ 月 児 健 診 ３月９日(火)

７ カ 月 児 健 診 ３月12日(金) 15年８月生まれ
１歳６カ月児健診 ３月11日(木) 14年９月生まれ

３月17日(水) 13年９月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 ３月17日(水) 13年３月生まれ

13年１･２月生まれ３ 歳 児 健 診 ３月10日(水)

ほ
だ
れ
祭

越
後
早
春
の
奇
祭笑みがこぼれる外国人(昨年の様子)

とちおファミリースキー場

ありがとう祭２００４
◆３月７日(日)10時～ ◆とちおファミリースキー場

屋台コーナー内 容 ▽

（豚汁、フランクフルト
など） ストラックア▽

ウト ビンゴ大会 種▽ ▽

飛ばし 親子そりレー▽

ス 餅つき実演・販売▽

小学生以下リフト代無料※
とちおファミリー問合せ

スキー場 53‐2390

祭
り
は
、
ほ
だ
れ
様
の
横
に
そ
び
え
る
樹
齢
約
八
百
年

の
御
神
木
に
、
二
百
㎏
の
大
し
め
縄
を
奉
納
し
始
ま
り
ま
す
。

大
じ
ゅ
ず
く
り
、
御
神
酒
鏡
開
き
、
初
嫁
厄
払
い
、
五

穀
豊
穣
祈
願
な
ど
の
神
事
の
あ
と
、
御
神
体
の
御
移
降
。

地
域
の
若
者
に
よ
っ
て
、
御
神
体
に
初
嫁
を
乗
せ
、
村
内

を
練
り
歩
く
と
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

参
拝
者
に
は
、
富
く
じ
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
乗
り
合
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

来
慶
商
店

-

２
４
０
２

問
合
せ

58

と

き

３
月

日

時
〜

14

（日）
11

と
こ
ろ

来
慶
商
店
前
（
下
来
伝
）

もちつきを楽しむ来場者

人口 ２４,５１３人 男 １２,００６人 女 １２,５０７人 世帯数 ７,３７６
市のようす

１月末現在

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

・
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

３
月
３
日
ま
で

ボ
ケ
を
防
ぐ
生
活

３
月
４
日
〜

日
18

介
護
に
疲
れ
た
あ
な
た
に

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料

で
お
受
け
し
て
ま
す
。

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【長岡市】

オペラ團伊玖磨作曲｢夕鶴｣全曲公演▽

月14日(日)開演14時と き ３
長岡リリックホールところ
芸術文化振興財団・29-7715問合せ

【小千谷市】

第14回小千谷ジャンプ大会▽

３月７日(日)と き
白山シャンツェところ
総合体育館・83-0077問合せ

【見附市】

見附にオーケストラがやってきた▽

月６日(土)開演19時と き ３
スプリング・キッズ・ステージ▽

月28日(日)開演14時と き ３
アルカディア・63-3830ところ・問合せ

【山古志村】

古志の火まつり▽

月７日(日)14時～と き ３
四季の里古志(種苧原)ところ
総務課・59-2330問合せ

【小国町】

おぐに雪まつり▽

月29日(日)と き ２
越後おぐに森林公園駐車場ところ
企画商工課・95-5906問合せ

市
は
、
栃
尾
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
名
刺
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
栃
尾
て
ま
り
や
杜
々
の
森
名

水
公
園
の
ほ
か
に
、
平
成
大
橋
の
デ
ザ
イ
ン
を

加
え
７
種
類
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

鮮
や
か
な
名
刺
が
初
対
面
の
人
の
心
を
引
き

つ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
、
必
要
事
項

を
印
刷
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

二
百
円
（
百
枚
）

価

格

販
売
所
・
問
合
せ・

‐
２
１
５
１

商
工
観
光
課

52

（
道
の
駅

観
光
物
産
コ
ー
ナ
ー
は
〜
も
に
〜

内
）
・

‐
２
０
３
０
（
土
曜
・
日
曜
・

53

祝
日
も
販
売
し
て
い
ま
す
）

と
ち
お
名
刺
好
評
販
売
中

相談種別 相談時間 相談日

よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :

痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :

公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :

税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :

健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
お
雛
様
・
て
ま
り
展

２
／

〜
３
／

27
（金）

10
（水）

死者 傷者交通事故
１月 3件

16年累計 3件

1 人

1 人

2人

2人

～高齢者の交通事故が多発しています。
ドライバーは、思いやりのある運転を!～



現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
の

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
め

ら
れ
、
近
い
将
来
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
際
、

成
り
す
ま
し
や
改
ざ
ん
を
防
ぎ
、
確

か
な
本
人
確
認
を
行
う
た
め
に
は
、

高
度
な
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

で
す
。
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
」
は
、
国
の
法
律
に
基
づ
い
た
仕

組
み
で
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
連

携
し
て
行
う
、
署
名
・
押
印
の
電
子

版
と
言
え
る
も
の
で
す
。

・
所
得
税
や
消
費
税
な
ど
の
国
税
申

告
（

年
６
月
〜
）

16

※
将
来
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手

続
き
や
国
家
試
験
願
書
の
提
出
、

自
動
車
保
有
手
続
き
な
ど
、
電
子

申
請
に
対
応
す
る
手
続
き
が
順
次

追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

◆
導
入
の
目
的

◆
当
面
予
定
さ
れ
て
い
る

申
請
な
ど

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
市

民
課
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
提
示
し
、

カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
と
暗
号
カ
ギ

を
組
み
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

五
百
円
（
た
だ
し
利
用
者

手
数
料

拡
大
を
図
る
た
め
、
３
月

日
31

（水）

ま
で
は
無
料
）

市
民
課
市
民
係

申
請
先
・
問
合
せ

52

◆
申
請
方
法

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 16.2.18

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

〜
行
政
手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
順
次
可
能
に
〜

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
人
は

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す

本
人
確
認
に
必
要
な
「
電
子
証
明
書
」
の
記
憶
媒
体
と
し
て
活
用
す
る

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
」
に
は
、
顔
写
真
付
き
と
顔

写
真
な
し
の
２
種
類
の
カ
ー
ド
が
あ
り
、
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
身
分

証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
住
基
カ
ー
ド
の
提
示
に
よ
り
、

全
国
ど
こ
の
市
町
村
か
ら
で
も
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

五
百
円

手
数
料

本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー

申
請
に
必
要
な
物

ト
、
写
真
付
き
を
希
望
す
る
人
は
顔
写
真
１
枚

市
民
課
市
民
係

‐
５
８
３
５

申
請
先
・
問
合
せ

52

!!学童クラブ 入所者募集
市は、保護者が仕事などにより昼間在宅していない家庭の小学生低学年児童を対象

とした「学童クラブ」の入所者を募集します。
このクラブは、放課後や学校が休みの土曜日・夏休みなど、学校休業日に遊びを通

して健全な育成を図ろうというものです。

４月２日(金)から(予定)□開 設 日
日曜日と祝日、お盆・年末年始を除く毎日

�平 日(月曜～金曜日)＝13時～18時□開設時間
�土曜日、夏休みなど学校休業日＝８時30分～18時
栃尾南小学校・栃尾東小学校□場 所
市内のおおむね小学１年生～３年生の留守家庭児童で、□対 象
通年または長期休業時に利用したい児童
各２０人□定 員
傷害保険加入料および特別事業などの参加経費(実費)□経 費
生涯学習課、小学校、保育所(園)に用意してある申請書□申 込 み
を３月５日(金)までに生涯学習課に提出してください。
生涯学習課(中央公園1 36） ５２ ２０２０□問 合 せ - -

第８回
とちおのこども作品展

と き：２月29日(日)までの９時～17時 月曜休館 ところ：栃尾市美術館

観覧料：期間中、全館無料 問合せ：美術館 53 6300-

‐
５
８
３
５

市
は

歳
以
上
の
単
身
お
よ
び
高

65

齢
者
の
み
の
世
帯
・
障
害
者
世
帯
な

ど
で
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

人
た
ち
に
対
し
、｢

寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

前
期
・
後
期
の
年
２
回
、

内

容
１
回
に
つ
き
寝
具
１
組
（
掛
け
布

団
１
枚
・
敷
き
布
団
１
枚
…
綿
製

品
を
基
本
と
し
、
羽
毛
・
羊
毛
な

ど
の
特
殊
な
製
品
の
差
額
は
自
己

負
担
）
の
寝
具
乾
燥
消
毒
と
汚
れ

落
と
し

※
こ
た
つ
布
団
や
来
客
用
布
団
な
ど

は
対
象
外１

回
当
た
り
四
百
円
（
全

負
担
金

費
用
の
１
割
相
当
額
）

後
期
は
３
月
下
旬
ご
ろ

実
施
時
期

委
託
業
者

寝
具
類
の
回
収
・
配
達

が
行
い
ま
す
。

２
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

27

（金）

で
に
保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係
・

‐
５
２
２
２
ま
た
は
各
在
宅
介

51護
支
援
セ
ン
タ
ー

※
前
期
申
請
時
に
後
期
分
も
申
請
し

た
人
は
不
要

「
も
の
忘
れ
」
が
あ
り
、
日
常
生

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業

も
の
忘
れ
相
談
会

活
で
困
っ
て
い
る
人
ま
た
は
そ
の
家

族
に
、
精
神
科
医
師
が
直
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。２

月

日

時
〜

時

と

き

27

（金）
14

15

市
役
所
１
階
休
養
室

と
こ
ろ

２
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

23

（月）

で
に
保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係
・

‐
５
２
２
２

51

３
月

日

９
時
〜

時

と

き

27

（土）

12

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

市
内
の
小
・
中
学
生
お
よ

対

象
び
高
校
生
。
な
お
小
学
生
低
学
年

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と

８
人
（
先
着
順
）

定

員

百
円

参
加
費

３
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

19

（金）

で
に
お
り
な
す
・

‐
１
３
３
１

51

◆
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
講
座

初
級
か
ら
中
級
者
向
け

内

容
で
、
は
が
き
や
案
内
文
書
を
作

成
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

い
き
い
き
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業

高
機
手
織
り
体
験

た

か

ば

た

お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座

３
／
７

・

・

と

き

（日）

13
（土）

21

・

、
い
ず
れ
も

時

（日）

27
（土）

13

30

分
〜

時

分

16

30人
（
先
着
順
）

定

員

20

◆
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
応
用
講
座

中
級
者
向
け
で
、
デ
ー

内

容
タ
ベ
ー
ス
入
門
・
デ
ー
タ
の
並

べ
替
え
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
へ
の
埋
め

込
み
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

３
／
９

・

・

と

き

（火）

11
（木）

16

・

・

・

、
い

（火）

18
（木）

23
（火）

25
（木）

ず
れ
も

時
〜

時

19

21

人
（
先
着
順
）

定

員

15
い
ず
れ
も
四
千
円

受
講
料

※
受
講
料
の
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要

開
催
７
日
前
ま

申
込
み
・
問
合
せ

で
に
お
り
な
す
・

‐
１
３
３
１

51

学
校
週
５
日
制
に
伴
う
土
曜
休
日

を
い
き
い
き
と
楽
し
く
過
ご
す
一
つ

の
場
所
と
し
て
、
実
施
し
て
き
た
教

室
の
発
表
公
演
で
す
。

３
月

日

時

分
〜

と

き

14

（日）
13

30

時
15

市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教

出

演
室
受
講
生無

料

入
場
料

公
民
館
・

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
室

発
表
公
演
会

歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位
は
歯
周

病
で
、
第
二
位
は
虫
歯
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
歯
の
健
康
管
理
を

し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
防
げ
ま
す
。

３
月

日

時

分
〜

と

き

25

（木）
13

30

市
民
会
館
２
階
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と
歯

内

容
ぐ
き
の
相
談
、
歯
科
検
診
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
な
ど

歳
〜

歳
の
人

対

象

40

70

人
（
先
着
順
）

定

員

20無

料

参
加
費

保
健
福
祉
課

申
込
み
・
問
合
せ

生
涯
自
分
の
歯
を
保
つ
た
め
に

成
人
歯
科
検
診
・
相
談
会

健
康
づ
く
り
係
・

‐
５
８
３
６

52

３
月
７
日

時

分
〜

と

き

（日）
11

30

時

分(

昼
食
を
食
べ
て
集
合)

19

30
山
古
志
村･

火
ま
つ
り
会
場

と
こ
ろ

小
学
４
年
生
以
上
の
人

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

25百
円
（
保
険
料)

、
千
円

参
加
費

程
度
（
食
事
代
な
ど
）

雪
あ
そ
び
が
で
き
る
服
装
、

持
ち
物

着
替
え
、
タ
オ
ル
な
ど

２
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

24

（火）

ら
公
民
館
・

‐
２
０
２
０

52

あ
そ
び
じ
ゅ
く

〜
山
古
志
村
火
祭
り
見
学
と
交
流
会
〜

広報とちお おしらせ版 16.2.18 (2)|||||| |||||

長
岡
土
木
事
務
所
で
管
理
し
て
い
る
刈
谷
田
川
ダ
ム
で
は
、
国
の
基
準

に
準
じ
、
ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
河
川
水
位
上
昇
が

分
間
に

㎝
以
上
の

30

30

区
間
に
警
報
局
を
設
置
し
、
河
川
利
用
者
に
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
サ
イ

レ
ン
な
ど
で
警
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
が
現
在
行
っ
て
い
る
刈
谷
田
川
ダ
ム
堰
堤
改
良
事
業
に
よ
り
、
刈
谷

田
川
の
現
状
で
は
、
楡
原
警
報
局
・
鴉
ヶ
島
警
報
局
の
警
報
局
区
間
で
基

準
以
上
の
水
位
上
昇
は
生
じ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

３
月

日
で
廃
止
し
ま
す
。

31

長
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
所
・

‐
５
３
１
１

問
合
せ

52

※
長
岡
土
木
事
務
所
は
４
月
１
日
か
ら
、
長
岡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

３
月

日
で
刈
谷
田
川
ダ
ム
の

31

楡
原
・
鴉
ヶ
島
警
報
局
を
廃
止
し
ま
す

近い、安い、楽しいよ！

とちおファミリースキー場
スノーチュービング(土･日･祝日)、スキー子供の日(３月７日(日)、13日(土))、

シニア＆レディスリフト１日券半額(平日)など 問合せ： 53 2390-



新
潟
地
震
か
ら

年
。
積
雪
期
に

40

お
け
る
地
震
防
災
を
考
え
ま
す
。

３
月

日

時
〜

と

き

11

（木）
14

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

と
こ
ろ

▽｢

積
雪
期
の
地
震
被
害

講

演
の
特
徴
と
そ
の
課
題
」
講
師
・
青

山
清
道
新
潟
大
学
教
授
▽｢

あ
な

た
の
地
区
の
屋
根
雪
処
理
と
地
震

対
策
」
講
師
・
深
澤
大
輔
新
潟
工

科
大
学
教
授

地
震
防
災
講
演
会

ど
な
た
で
も

対

象

無

料

参
加
費

総
務
課
庶
務
係

‐
５

問
合
せ

52

８
１
５

原
動
機
付
自
転
車
の
免
許
を
取
得

す
る
に
は
、
実
技
講
習
を
受
講
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
)

内
は
申
込
締
切
日

開
催
日

▽
３
月

日

（
３
月

日

）

26

（金）

18

（木）

原
動
機
付
自
転
車

実
技
講
習
会

▽
４
月
１
日

（
３
月

日

）

（木）

25

（木）

▽
４
月

日

（
４
月

日

）

23

（金）

16

（金）

▽
５
月

日

（
５
月
７
日

）

14

（金）

（金）

▽
６
月

日

（
６
月

日

）

18

（金）

11

（金）

▽
７
月

日

（
７
月

日

）

23

（金）

13

（火）

▽
８
月
６
日

（
７
月

日

）

（金）

30

（金）

▽
８
月

日

（
８
月

日

）

20

（金）

13

（金）

▽
９
月

日

（
９
月

日

）

24

（金）

15

（水）

▽

月

日

（

月

日

）

10

22

（金）

10

15

（金）

▽

月
５
日

（

月

日

）

11

（金）

10

28

（木）

※
い
ず
れ
も

時

分
〜

時

分
、

13

30

16

30

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
下
塩
谷
支
店

に
集
合

持
ち
物

　
住
民
票

１
通
（
本
籍
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

　
写
真

１
枚
（
３
×

　
、
安

2.4

全
協
会
窓
口
で
も
撮
れ
ま
す
）

　
収
入
証
紙

四
千
五
十
円
（
銀

行
で
購
入
く
だ
さ
い
）

　
印
鑑

交
通
安
全
協
会

申
込
み
・
問
合
せ

（
警
察
署
内
）

‐
５
２
１
３

52

雪
割
草
ま
つ
り
２
０
０
４

３
月

日

・

日

と

き

13

（土）

14

（日）

９
時

分
〜

時

分
（
た
だ

30

16

30

し

日
は

時

分
ま
で
）

14

15

30

休
園
の
お
知
ら
せ

３
月

日

〜

日

15

（月）

31

（水）

越
後
丘
陵
公
園

３
月
の
催
物

春
季
開
園

４
月
１
日

〜
（木）

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

問
合
せ47

明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
意
欲

的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
講
座
・
受
講
料

県
高
齢
者
大
学学

生
募
集

教
養
講
座
（
２
年
制
）
…
六
千
円

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
…
六
千
円

パ
ソ
コ
ン
講
座
…
…
一
万
一
千
円

６
月
〜

月

実
施
期
間

10

パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か

実
施
場
所

県
内
在
住
で
、
地
域
活

応
募
資
格

動
に
関
心
の
あ
る
お
お
む
ね

歳
60

以
上
の
人

４
月

日

ま
で

募
集
期
限

15

（木）
県
長
寿
社
会
振

申
込
み
・
問
合
せ

興
財
団

０
２
５
‐
２
８
５
‐
１

４
０
０

|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 16.2.18

（円）新潟県の最低賃金
最低賃金の名称 最低賃金時間額 効力発生日

新潟県最低賃金 ６４１ 14.９.30

○下記の産業別最低賃金が適用除外となる人を含め、県内
すべての労働者に適用されます。

産業別最低賃金 最低賃金額 効力発生日

電気機械器具、情報通 時間額
信機械器具、電子部品 ７４０ 15.12.25
・デバイス製造業

各種商品小売業 ７０４ 15.12.31

７３７ 15.12.11自動車(新車)、自動車
部分品・附属品小売業

○最低賃金には、臨時に支払われる賃金(結婚手当など)、
１カ月を超える期間ごとに支払われる賃金(賞与など)、
精皆勤手当・通勤手当・家族手当は算入されません。

問合せ 長岡労働基準監督署 33 8711-

☆
春
の
特
別
展

｢

地
球
環
境
展

〜
青
い
惑
星
・
地
球
〜｣

３
月

日

〜

と

き

20

（祝）
４
月
４
日
（日）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
春
番
組

｢

天
空
の
天
文
台･

マ
ウ
ナ
ケ
ア

〜
遙
か
な
る
銀
河
の
世
界
へ
〜｣

２
月

日

〜

と

き

28

（土）
５
月

日
30

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

▽
７
日

　

時

☆
各
種
教
室

（日）

13

〜
　

時
〜
　

時
〜｢

静
電

14

15

ク
ラ
ゲ｣

▽

日

　

時
〜

14

（日）

13

　

時
〜｢

か
ら
く
り
の
世
界｣

、

15

　

時
〜
　

時
〜
　

時
〜

13

14

15

｢

立
体
北
斗
七
星
を
作
ろ
う｣

▽

日

　

時
〜
　

時
〜
　

21

（日）

13

14

時
〜｢

ハ
ガ
キ
で
作
る
紙｣

▽

15
日

９
時
〜｢

コ
ズ
ミ
ッ
ク

27

（土）

カ
レ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
コ
ー
ス(

要
予
約)｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

休
館
日

場
合
は
火
曜
日
）
の
定
休
日
の

ほ
か
、

日
16

（火）

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ０２

５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

http://www.lalanet.gr.j p

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

３

守門岳
大雪庇観賞ツアー

と き：�３月27日(土)～28日(日) �４月３日(土)～４日(日) 参加費：15,000円

対 象：徒歩・スキー・スノーボードの人 申込み・問合せ：ファミリースキー場 53 2390-

‐
８
０
０
１

市
は
、
知
的
障
害
者
の
地
域
社
会

に
お
け
る
自
立
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、｢

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
」
の
開
所
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
が
社
会
生
活
で
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

人
々
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
越
路
町
み
の
わ
の
里

「
工
房
こ
し
じ
」
涌
井
幸
夫
所
長
が
、

障
害
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
障
害

者
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
必

要
な
の
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
具

体
的
な
取
り
組
み
も
含
め
講
演
し
ま

す
。

２
月

日

時
〜

時

と

き

26

（木）
19

20

分
40

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

と
こ
ろ

無

料

入
場
料

社
会
福
祉
協
議
会
・

‐

問
合
せ

52

５
８
９
５

３
月
１
日
（
午
前
０
時
）
か
ら
高

額
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
な
ど
が
使
用

そ
の
他

地
域
福
祉
講
演
会

５
万
円
券
・
３
万
円
券
の

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
廃
止

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

利
用
停
止
と
な
る
券
種

・
５
万
円
券
、
３
万
円
券

・
再
発
行
券
で
残
額
が
一
万
五
百
円

よ
り
大
き
い
カ
ー
ド

利
用
停
止
と
な
る
券
種
残
額
の
取
扱
い

残
額
を
一
万
円
以
下
に

▽
交

換

分
割
し
、
再
発
行
す
る
ハ
イ
ウ
ェ

イ
カ
ー
ド
と
交
換
（
例

残
額
一

万
四
千
円
券
↓
一
万
円
券
＋
四
千

円
券
）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
前
払
割
引
の
利

▽
付
替
え

用
可
能
金
額
に
追
加

受
付
場
所

▽
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
黒
崎
Ｐ
Ａ
、
米

山
・
越
後
川
口
Ｓ
Ａ
の
上
下
線
、

３
月
末
ま
で
の

時
〜

時
）

10

16

▽
各
料
金
所
の
事
務
室
（
料
金
を
支

払
う
ブ
ー
ス
脇
の
建
物

※
交
換
、
付
替
え
の
受
付
期
限
は
な
し

日
本
道
路
公
団
・
０
２
５
‐

問
合
せ

２
４
３
‐
７
８
１
１

募
集
訓
練
科
・
定
員
・
期
間

若
干
名

１
年
間

電
気
施
設
科

若
干
名

２
年
間

建
築
科

若
干
名

２
年
間

左
官
科

（

歳
く
ら
い
ま
で
）

受
験
資
格

30

電
気
施
設
科

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

２
次
募
集

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

建
築
科
・
左
官
科

中
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

※
各
科
と
も
卒
業
予
定
者
を
含
む

各
科
と
も
学
科
試
験
（
国

選

考
語
・
数
学
）
と
、
面
接
試
験

３
月

日

ま
で

願
書
受
付
期
限

31

（水）

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

問
合
せ

ル
・
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

｢

無
料
商
法｣

の
被
害
に
あ
っ
た
と
い

う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
無
料
商
法
」
と
は

「
無
料
」
を
う
た
い
文
句
に
消

費
者
を
勧
誘
し
、
実
際
に
は
高
額

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ

る
商
法
で
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

①
「
無
料
」
の
裏
に
は
「
高
額
な
契

約
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
何
が
「
無
料
」
な
の
か

十
分
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
無
料
」
で
も
必
要
の
な
い
も
の

は
ハ
ッ
キ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

③
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
す

る
時
は
、
画
面
表
示
や
規
約
を
よ

く
読
み
ま
し
ょ
う
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・

相
談
先

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

「
無
料
」
と
い
う

誘
い
文
句
に
注
意
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国
・
県
道
の
路
線
が
変
わ
り
ま
し
た

◆◆ 国・県道路線図 ◆◆

昨
年

月
８
日
の
一
般
国
道
２
９
０
号
栃
尾
東
バ
イ
パ
ス
全
線
開

10

通
に
伴
い
、

月

日
か
ら
市
内
の
国
道
、
県
道
の
路
線
が
左
の
図

12

24

の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

守門岳
バックカントリーツアー

と き：３月21日(日) 対 象：スキー・スノーボードの人

参加費：3,000円 申込み・問合せ：ファミリースキー場 53 2390-
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